
 

 

（一社）北海道建築技術協会(HoBEA)フォーラム 2020 

これからの寒地建築と壁式構造再発見  
― コンクリートブロックから CLT まで ―  

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 日 時：2020 年１月２4 日(金)13 時 30 分～16 時 30 分 (開場 13 時 00 分) 

■ 会 場：札幌エルプラザ３階ホール (札幌市北区北８条西３丁目) 

■ 参加費：無料（定員２５０名） 

              

  
  

  

 

 

 

 

 

[参加申し込み] インターネットまたは FAX にて 1 月 25 日 (金)まで

に協会事務局へお申し込みください。 

  

■ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの場合：https://form.os7.biz/f/5068404b/からお申

込み下さい。 

 ※ｲﾝﾀｰﾈｯﾄからお申込みの場合、受付の返信がなされます。 

 

■FAX の場合：下記に記入の上、011-251-2800 宛 にお送り下 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 [お問い合わせ先] （一社）北海道建築技術協会事務局 TEL 011-251-2794 

主 催：(一社)北海道建築技術協会 

後 援（予定）： (公社)日本建築家協会北海道支部、(一財)北海道建築指導センター、(一社)北

海道建築士事務所協会、(一社)北海道建築士会、(一社)北海道ビルダーズ協会 

基調講演：「壁量による耐震規定と新しいコンクリートブロック造」 

北海道建築技術協会  会長 石山 祐二 氏 

パネルディスカッション 

 パネラー                 北海道建築技術協会 会長 石山 祐二 氏 

㈲奈良建築環境設計室 室長 奈良  顕子 氏 

山本亜耕建築設計事務所 山本 亜耕 氏 

㈱キクザワ 代表取締役 菊澤 里志 氏 

北海学園大学 教授 植松 武是 氏 

コーディネーター                    北海道科学大学 教授 福島  明 氏 

  

 

開催趣旨 

コンクリートブロック造や枠組壁工法（ツーバイフォー工法）などの壁式構造は、長く北

海道の寒地建築を支えてきました。けれども、これらの普及を図るための簡易的な構造性能

の判断基準や仕様規定の硬直化が、工法イノベーションの停滞をもたらしているのでは無い

でしょうか？ 

今、コンクリートブロック造の海外での展開や、CLT を用いた中大規模木造などの興味

深い取り組みが始まっています。 

このフォーラムを、寒地建築の主要な構法である壁式構造の未来を考える機会にしたいと

思います。 

お申込みは WEB または FAX のいずれかの方法でお申込み下さい。 

■WEB：次のインターネットアドレスまたは QR コードからお申込み下さい。 

    https://form.os7.biz/f/aa3d08b5/   申込 QR 

■FAX：下欄にご記入の上このまま FAX にてお送り下さい。  コード 

    宛先 FAX 番号 011－251－2794 

氏名 電話番号 

   －   － 

FAX 番号 

－   － 

 
 

file://alrit/ALRIT%E5%85%B1%E6%9C%89/%E5%85%B1%E6%9C%89/b20%EF%BE%8C%EF%BD%AB%EF%BD%B0%EF%BE%97%EF%BE%91%EF%BD%A5%E7%A0%94%E4%BF%AE%E4%BC%9A%EF%BD%A5%E8%A6%8B%E5%AD%A6%E4%BC%9A/20200124HoBEA%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%A02020/HoBEA%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%A02020%E6%A1%88%E5%86%85.docx

